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ア
ト
ラ
ン
タ
便
り
岡
潔
田
大
き
な
森
の
中
に
、
大
都
会
が
す
っ
ぽ
り
と
入
り
こ
ん
だ
感
じ
の
ミ
ニ
ア
ト
ラ
ン
タ
は
、
町
中
を
リ
ス
が
駆
け
回
り
、
公
園
や
家
の
庭
先
に
野
兎
が
顔
を
出
し
た
り
し
ま
す
。
「
風
と
共
に
去
り
ぬ
」
の
舞
台
と
し
て
知
ら
れ
、
今
で
は
、
次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
の
暴
動
騒
ぎ
の
時
に
は
ア
ト
ラ
ン
タ
に
も
飛
び
火
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
騒
ぎ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
南
部
独
特
の
サ
ザ
ン
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
呼
ば
れ
る
、
人
情
味
の
濃
い
、
あ
た
た
か
く
親
切
な
人
柄
の
住
み
や
す
い
町
で
す
。
聖
学
院
ア
ト
ラ
ン
タ
国
際
学
校
は
、
当
地
の
名
門
オ
グ
レ
ソ
l
プ
大
学
(
学
生
数
は
わ
ず
か
千
三
百
名
程
で
す
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
早
稲
田
の
戸
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
の
四
倍
く
ら
い
で
す
)
構
内
の
元
小
学
校
の
校
舎
を
借
用
し
て
、
三
年
前
、
日
本
語
に
よ
る
日
本
の
教
育
課
程
を
基
本
と
し
た
全
日
制
の
小
学
校
・
幼
稚
園
と
し
て
教
育
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
開
校
当
初
一
七
名
だ
っ
た
生
徒
数
も
よ
う
や
く
七
O
名
と
な
り
、
来
春
に
は
中
学
部
(
ア
メ
リ
カ
で
は
七
年
生
)
を
開
設
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
教
育
諜
程
を
基
本
と
す
る
全
日
制
の
学
校
で
す
が
、
「
国
際
学
校
」
と
い
う
名
称
通
り
、
単
な
る
日
本
人
学
校
で
は
な
く
、
新
し
い
国
際
社
会
に
生
き
る
真
の
国
際
人
の
育
成
の
た
め
の
教
育
と
、
日
常
生
活
を
英
語
で
過
し
て
い
る
子
供
た
ち
に
対
す
る
日
本
語
教
育
が
大
き
な
比
重
を
持
っ
て
来
ま
す
。
国
際
結
婚
そ
の
他
で
片
方
が
日
本
人
の
家
庭
、
日
本
語
と
日
本
の
教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
と
願
う
両
親
米
国
人
の
家
庭
、
両
親
日
本
人
で
も
、
氷
住
者
で
、
子
供
は
日
本
の
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
人
の
友
達
に
も
ほ
と
ん
ど
接
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
異
な
っ
た
条
件
を
背
負
っ
た
子
供
た
ち
で
日
本
語
教
室
は
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
そ
う
し
た
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
大
多
数
の
日
本
企
業
派
遣
の
子
供
た
ち
と
の
生
活
・
遊
び
を
通
し
て
-
身
に
つ
け
る
も
の
が
多
く
、
校
内
で
は
日
本
語
と
英
語
が
飛
び
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
で
も
近
年
日
本
語
学
習
熱
は
か
な
り
高
ま
っ
て
来
て
い
ま
す
。
市
内
の
主
要
な
大
学
、
エ
モ
リ
!
大
学
、
ジ
ョ
ー
ジ
7
州
立
大
学
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
工
科
大
学
な
ど
に
は
日
本
語
ク
ラ
ス
が
あ
り
、
教
師
も
日
本
の
大
学
を
終
え
て
、
ア
メ
リ
カ
で
言
語
学
系
統
の
大
学
院
、
あ
る
い
は
語
学
教
師
と
し
て
の
特
別
の
訓
練
を
受
け
た
人
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
オ
グ
レ
ソ
l
プ
大
学
で
は
ア
ジ
ヤ
研
究
の
一
環
と
し
て
日
本
語
講
座
が
置
か
れ
岡
田
紫
(
お
教
育
・
国
文
卒
、
長
沼
日
本
語
教
師
長
期
獲
生
講
座
)
が
担
当
し
て
お
り
ま
す
が
、
三
ヶ
月
で
簡
単
な
会
話
、
ひ
ら
が
な
の
読
み
書
き
が
で
き
る
程
度
に
ま
で
は
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
歩
教
室
を
出
る
と
日
本
語
に
触
れ
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
無
い
こ
と
、
ま
た
、
彼
等
に
と
っ
て
は
日
本
語
の
音
韻
は
全
く
初
め
て
接
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
初
級
者
の
学
習
に
は
か
な
り
の
苦
労
が
あ
る
よ
う
で
す
。
大
学
だ
け
で
な
く
、
J
E
T
R
O
で
も
日
本
語
講
座
を
開
い
て
い
る
ほ
か
、
公
立
の
高
等
学
校
、
カ
ウ
ン
テ
イ
(
郡
、
米
国
で
は
郡
の
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
異
な
る
場
合
が
多
い
)
に
よ
っ
て
は
小
学
校
で
も
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選
択
と
し
て
日
本
語
の
ク
ラ
ス
が
置
か
れ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
は
教
室
の
質
に
か
な
り
程
度
の
差
が
あ
り
、
た
ま
に
教
室
を
見
学
し
た
り
、
日
本
語
教
師
の
集
ま
り
に
出
て
話
し
を
し
た
り
す
る
折
な
ど
、
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
日
本
語
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
と
、
日
本
語
を
外
国
で
外
国
人
に
教
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
と
は
別
の
次
元
の
こ
と
で
あ
る
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
「
日
本
語
を
話
そ
う
会
」
と
い
う
会
が
あ
り
ま
す
。
地
元
新
聞
の
論
説
委
員
で
日
本
語
に
港
能
な
方
が
中
心
で
月
に
一
回
集
ま
り
飲
み
物
持
参
で
語
り
合
う
会
で
す
。
大
学
生
、
会
社
員
、
主
婦
な
ど
ア
メ
リ
カ
人
だ
け
で
は
な
く
韓
国
、
中
国
の
人
達
も
集
ま
り
日
本
語
で
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぼ
う
と
い
う
会
で
す
。
縁
あ
っ
て
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
が
、
肝
心
の
日
本
人
が
あ
ま
り
集
ま
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
企
業
関
係
の
人
は
、
そ
ん
な
所
で
日
本
語
で
話
を
し
て
も
何
の
得
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
す
。
本
当
の
国
際
理
解
の
第
一
歩
と
な
る
た
い
せ
つ
な
機
会
だ
と
私
は
考
え
て
い
る
の
で
す
が
・
・
。
(
聖
学
院
ア
ト
ラ
ン
タ
国
際
学
校
)
* 
* 
* 
テ
ネ
シ
ー
便
り
橋
本
花
出吉
教
室
に
入
る
と
、
生
徒
達
は
い
つ
に
な
い
神
妙
な
顔
で
席
に
つ
い
て
い
る
。
見
る
と
、
教
室
の
後
ろ
に
数
名
の
ア
メ
リ
カ
人
小
学
生
と
そ
の
引
率
の
先
生
方
の
期
待
に
満
ち
た
目
が
あ
っ
た
。
テ
ネ
シ
ー
明
治
学
院
高
等
部
(
T
M
G
)
で
は
、
時
々
こ
ん
な
形
の
地
域
交
流
も
行
わ
れ
る
。
見
学
者
が
あ
る
日
は
授
業
が
弾
む
。
日
頃
校
内
と
寮
内
の
限
ら
れ
た
人
間
と
し
か
接
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
生
徒
ら
は
、
俄
か
に
活
気
付
く
。
覗
か
れ
た
漢
字
テ
ス
ト
に
つ
い
て
説
明
を
始
め
る
得
意
気
な
顔
。
授
業
中
の
発
言
も
活
発
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
国
語
の
授
業
の
内
容
は
見
学
者
に
は
全
く
分
か
ら
な
い
の
だ
が
、
「
日
本
の
高
校
の
授
業
形
態
」
に
満
足
し
て
帰
っ
て
い
か
れ
る
。
T
M
G
は
在
外
子
弟
に
日
本
の
高
等
学
校
教
育
を
行
う
目
的
で
、
一
九
八
九
年
に
設
立
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
南
部
の
大
自
然
の
中
、
広
大
な
五
十
五
万
2m
を
敷
地
に
持
つ
、
け
れ
ど
も
小
さ
な
学
校
で
あ
る
。
生
徒
数
百
二
十
六
名
(
内
、
日
本
か
ら
の
留
学
生
七
十
九
名
、
在
外
生
四
十
二
名
)
、
全
八
ク
ラ
ス
、
一
ク
ラ
ス
十
四
名
か
ら
十
七
名
と
い
う
少
人
数
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
文
部
省
の
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、
英
語
・
体
育
・
芸
術
の
一
部
の
時
間
を
除
い
て
は
日
本
人
教
師
に
よ
る
授
業
で
あ
る
。
生
徒
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
様
々
で
、
そ
の
国
語
の
能
力
に
も
差
が
あ
る
が
、
日
本
か
ら
の
生
徒
が
半
数
以
上
を
占
め
、
存
外
生
も
日
本
人
学
校
の
卒
業
生
や
海
外
生
活
が
短
い
者
が
多
い
の
で
、
授
業
は
ほ
ぼ
日
本
と
同
じ
形
態
で
行
え
る
。
が
、
国
語
力
の
弱
い
生
徒
に
も
対
応
す
る
た
め
、
教
科
書
は
第
一
学
習
社
の
新
国
語
を
採
択
し
た
。
早
め
に
教
科
書
を
終
わ
ら
せ
、
他
の
文
章
を
読
ま
せ
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
る
。
ま
た
、
目
か
ら
耳
か
ら
無
意
識
に
入
る
日
本
語
の
情
報
が
激
減
す
る
の
で
、
漢
字
の
テ
ス
ト
や
国
語
常
識
・
参
考
資
料
の
プ
リ
ン
ト
は
意
識
的
に
多
く
与
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
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ま
た
、
逆
に
、
与
え
ら
れ
る
日
本
語
の
情
報
が
限
ら
れ
る
こ
と
で
、
生
徒
達
が
日
本
語
に
対
し
て
意
識
的
・
積
極
的
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
つ
の
メ
リ
ー
ト
で
は
な
い
か
と
思
う
。
例
え
ば
、
彼
ら
の
図
書
館
の
利
用
率
は
大
変
高
い
。
T
M
G図
書
館
は
一
万
五
千
冊
を
超
え
る
蔵
書
数
を
誇
り、
新
聞
の
衛
星
版
や
種
々
の
雑
誌
も
備
え
る
。
彼
ら
は
新
聞
雑
誌
の
新
し
い
情
報
(
ス
ポ
ー
ツ
・
音
楽
が
中
心
の
よ
う
で
も
あ
る
が
)
を
貧
り
読
み
、
新
着
図
書
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
昨
年
度
の
図
書
部
の
調
査
で
は
生
徒
の
一
ヶ
月
平
均
読
書
冊
数
が
3
・
4
冊
と
、
全
国
平
均
の
1
・
4
冊
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
日
本
の
大
学
へ
の
進
学
希
望
者
が
大
部
分
を
占
め
る
本
校
で
は
、
塾
や
予
備
校
に
通
え
な
い
生
徒
の
た
め
に
、
夕
食
後
の
補
習
(
主
に
指
名
に
よ
る
授
業
補
習
)
・
補
講
(
希
望
者
の
た
め
の
上
級
者
指
導
)
を
行
っ
て
い
る
。
朝
八
時
か
ら
勤
務
し
て
い
る
教
員
に
と
っ
て
は
か
な
り
き
つ
い
仕
事
に
な
る
が
、
子
供
達
の
動
機
付
け
に
(
少
し
は
)
役
立
っ
て
い
る
と
思
う
。
何
は
と
も
あ
れ
、
「
国
語
教
育
」
を
考
え
る
か
ぎ
り
、
海
外
に
お
い
て
そ
れ
を
行
う
こ
と
は
デ
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。
教
師
自
身
、
英
語
に
取
り
囲
ま
れ
限
ら
れ
た
日
本
人
と
接
す
る
狭
い
環
境
の
中
で
「
日
本
語
が
崩
れ
て
い
く
」
感
覚
に
惇
然
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
先
日
、
職
員
室
で
の
雑
談
中
「
鬼
の
首
を
と
っ
た
」
を
「
親
の
首
を
と
っ
た
」
と
間
違
え
て
大
笑
い
に
な
っ
た
が
、
心
底
笑
え
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
た
だ
の
言
い
間
違
い
で
も
、
小
さ
な
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
て
心
に
残
り
、
や
が
て
重
た
い
不
安
と
な
る
。
「
言
葉
を
扱
う
仕
事
を
す
る
の
は
苦
し
い
。
自
分
の
(
言
語
)
生
活
の
す
べ
て
に
職
業
意
識
が
顔
を
出
す
か
ら
ね
。
」
と
は
、
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
あ
る
先
輩
の
言
葉
だ
が
、
今
、
そ
の
言
葉
の
意
味
を
痛
感
す
る
。
自
分
の
仕
事
を
振
り
返
る
と
、
日
々
の
生
活
指
導
や
雑
務
に
追
わ
れ
、
そ
れ
に
何
よ
り
実
力
不
足
で
、
問
題
の
整
理
も
対
応
も
出
来
て
い
な
い
。
現
状
報
告
と
弱
輩
の
嘆
き
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。
(
テ
ネ
シ
ー
明
治
学
院
)
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